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1. 四日市公害から学ぶ「四日市学」

2. ISO14001認証取得

3. 3R活動/環境報告書/社会貢献
環境経営パール大賞・エコ大学ランキング1位

4. 教育GP；三重大ブランドの環境教育/
アジア・太平洋大学環境コンソーシアム

5. COP10 in 三重

6. カーボンフリー大学/ 環境情報科学館
環境曼荼羅・大学の社会的責任 (USR)



四日市第一コンビナート

四日市第二コンビナート

四日市第三コンビナート

四日市公害の過去・現在・未来

四日市喘息



四日市公害から学ぶ四日市学

(1) 法制度の整備
(2) 環境政策
(3) 環境技術
(4) 企業の環境倫理・社会的責任(CSR)
(5) 環境ビジネス
(6) 地域住民の連携・参画

・市民ガバナンス
・持続可能な社会構築
・産学官民の協働型地域づくり

(7) 人財養成
・持続発展教育 (ESD)
・実践的環境教育のツール(四日市学）

→ 三重大学共通教育 (2004～現在) 
約1,500名が受講（毎年新入生の1/6）

(8) 認識共同体の構築
・各セクターとのネットワーク
・国際環境協力 (アジア）

四日市公害訴訟判決（1972.７.24)
・企業の共同責任、共同不法行為の
認定
・大気汚染と喘息などの非特異的閉
塞性肺疾患の「疫学的因果関
係論」の認定

環境政策（総量規制）・最先端の環境
技術
・公害防止条例の改正（1971年）
・全国初の総量規制公布（1972年）
・環境技術
・四日市イニシアチブ



「四日市学」の意義
四日市学の目的

（2001年4月～）四日市公害を負の遺産から正の遺産としてとらえなおし、自治体を含む

地域・住民と協働できる認識共同体を形成し、未来の環境快適都市づくりへ寄与する。

４つのアプローチ

人間学
命の尊厳

未来学
持続可能な社会システム

★公害問題の原点は何か？
★公害被害者の生存権を守
る手段
★環境破壊がもたらした
人間の価値判断の喪失

2004年4月～「四日市公害から学ぶ四日市学」

（三重大学 共通教育）

人間と自然との関係とは何かという
人間としての根本的な命題を考える。

アジア学
国際環境協力

★公害都市から未来へ
の環境快適都市への

再生について

★公害を体験していない学生
に四日市公害の過去・現在・
未来の環境快適都市をめざ
す人材育成

★東アジアや東南アジ
アの国際環境協力の
あり方を探る

環境教育学
問題解決型・体験型教育



「世界一の環境先進大学三重大学」

5学部；人文学部、教育学部、医学部、工学部、生物資源学部

6大学院；人文社会科学研究科、教育学研究科、医学系研究科、工学研究科、
生物資源学研究科、地域イノベーション学研究科

・ISO14001認証取得(2007.11.19)

・平成20年度容器包装3R推進環境大臣賞優秀賞受賞（2009.1.15)

・第8回環境経営大賞環境経営パール大賞受賞（2010.6.1)

・第2回エコ大学ランキング総合・国立大学部門第１位（2010.11.4)

・環境省・東洋経済新報社主催；環境コミュニケーション大賞

（三重大学環境報告書2006, 2008, 2009, 2010）





三重大学のISO14001認証取得プロセス
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三重大学環境ISO認証

取得キックオフ大会
ISO14001
認証授与式

1.総合大学として全学一括
ISO14001認証取得(日本初！）
2.学生主導の環境ISO活動



大学生協でのレジ袋有料化(2008.1.1)による99%削減
日本初！レジ袋ゼロコンビニ ミニストップ三重大学店(2009.10.1)

容器包装3R推進環境大臣賞優秀賞！(2009.1.15)



文部科学省教育GP 三重大ブランドの環境人材養成プログラム



１１～１２単位取得者には学長による

「環境資格支援教育プログラム修了証」が授与される



１１～１２単位取得者には学長による
「環境資格支援教育プログラム修了証」が授与される

教育GP 環境教育

三重大ブランドの環境人材養成プログラム



1. 平成21年度の「環境資格支援教育プログラム」関連科目：
受講生数2，659名（全学部生数（6，200名）の約42.9％）、
単位取得者2，123名（全学部生数の約34.2％）

2. 平成21年度の「環境資格支援教育プログラム」修了者：16名
3. 平成21年度の「環境内部監査員養成セミナー」開講：学生環境内部監査員

登録者数77名
4. 平成２１年度の「環境インターンシップ」の実施：４４名

企業（シャープ株式会社、中部電力株式会社など）、行政（三重県）、団体（商
工会議所など）、NPO法人（三重県地球温暖化防止活動推進センターなど）

5. 平成２１年度の「国際環境インターンシップ」の実施：４名
国連気候変動枠組条約第１５回締約国会議 (COP15；コペンハーゲン会議）

6. 平成22年度の「国際環境インターンシップ」の実施：38名
国連生物多様性条約第10回締約国会議（COP10；愛知・名古屋会議）

「環境資格支援教育プログラム」「環境資格支援教育プログラム」(H19(H19年度より実施）年度より実施）
地域に根ざし、世界に誇れる環境人財の養成

COP15 Copenhagen



9カ国33大学/事務局；三重大学
ロシア・モンゴル・中国・韓国・日本・タイ・インドネシア・オーストラリア・アメリカ

アジア・太平洋大学環境コンソーシアム





三重大学練習船「勢水丸」による生物多様性伊勢湾洋上環境学習(2010.10.14-15)



亀山里山公園（みちくさ）での生物多様性里山環境学習(2010.10.14-15)



「COP10 in 三重」 アジア・太平洋ユース生物多様性環境宣言文採択 2010.10.18


